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ESD 的価値形成を図る伝統産業の授業開発  
―「堺打ち刃物」を教材として―  
 









とを目指す学習や活動のことである (2)。  
2014 年に「国連・持続可能な開発のための教育の 10 年」が最終年を迎えた。
ＥＳＤ研究は，国際的には 1980 年代後半から 1990 年代初頭にかけて始まり，
2000 年代以降，急速に発展した。国内では，1990 年代後半から持続可能な社
会をめざす環境教育の提案や研究が始まり，2002 年以降に実践が急激に広が













































































































































の 6 つにまとめ，次の表のように内容を整理した。 
 






























































































和 57 年 3 月に，通商産業大臣より「伝統的工芸品」に指定されており，特に
職人用の包丁のほとんどが堺製といわれている。業務用（プロ用高級品）に
おいては 90％以上のシェアをほこる（ 24）。  
 分業制（鍛造，研磨，柄付け）が「堺打ち刃物」の特徴である。「堺打ち刃
物」組合は，堺利器卸協同組合（問屋 32 社），堺刃物工業協同組合（鍛造 20




うに次のような課題がある。伝統工芸士会員の年齢構成は，2011 年 11 月現在，






































































































































































表 2：単元計画  全 12 時間（  ）の数字は時間数  
段 階  次  場 面  学 習 内 容  教 材 ・ 教 具 構 成 概 念  資 質 ・ 能 力
第 1 段 階  
事 実 を 把
握 す る  
段 階  
1 
（ 1）  
つ か む  「 堺 打 ち 刃 物 」 と の 出 会 い
魅 力 や 素 晴 ら し さ の 把 握  
多 く の 料 理 人 が 愛 用  
学 習 問 題 の 設 定  
「 堺 打 ち 刃
物 」  
普 通 の 包 丁
野 菜 ， 果 物
 事 実 を 的 確
に 把 握 す る
力  
2 
（ 4）  
調 べ る  「 堺 打 ち 刃 物 」 に つ い て 調
べ る  
書 籍 ， イ ン タ ー ネ ッ ト ， 資
料 ， 会 館 訪 問 ， 職 場 見 学 ，
質 問 ， イ ン タ ビ ュ ー ， 意 見
書 籍 ， イ ン
タ ー ネ ッ ト
資 料  
相 互 性  
多 様 性  
連 携 性  
物 事 を 関 係
付 け て 考 え




交 流 ， 良 さ と 問 題 点 の 把 握
第 2 段 階  
解 決 策 を
考 え 行 動
す る 段 階  
3 
（ 2）  
課 題  
設 定  
 
課 題 の 把 握  
課 題 の 分 析  
伝 統 産 業 の
課 題 一 覧 表
連 携 性  
公 平 性  
コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を
行 う 力  
4 
（ 2）  
 
課 題  
解 決  
課 題 解 決 方 法 の 立 案  
堺 市 の 取 組 ， 京 都 市 の 取 組
の 比 較  
意 見 交 流  
堺 市 の 取 組
表  
京 都 市 の 取
組 表  
相 互 性  
多 様 性  
有 限 性  
責 任 性  
解 決 策 を 考
え る 力  
5 
（ 3）  
行 動 化  自 分 た ち が で き る こ と  
ま と め  
 多 様 性  
連 携 性  
行 動 し よ う


























































しかし，堺刃物商工業（協）連合会の加入事業者が平成 10 年 189 だったも
のが平成 20 年には 95 に減少，生産数は平成 12 年 492640 から平成 18 年 428000














が平成 17 年 10 月 15 日に施行され，この条例に基づき，伝統産業の活性化の
推進の指針となる計画（平成 18 年度～平成 23 年度）が策定された（ 18）。そし








































1)文部科学省「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ：Education for Sustainable 
Development）」（2013）日本ユネスコ国内委員会  




Vol.24， No3 ， pp.19-20 
4）「国連持続可能な開発のための教育の 10 年」関係省庁連絡会議『我が国における
「国連持続可能な開発のための教育の 10 年」実施計画』（2011）  
5）後藤田洋介・中澤静男『「持続可能な社会づくり」の構成概念とＥＳＤの視点に
立った学習指導で重視する能力・態度に関する一考察－実践事例の抽出による考察






10）前掲 4)  





















24)堺伝統産業会館ホームページ「堺の伝統産業 刃物」  
www.sakaidensan.jp/knife（ 2017 年 8 月 10 日閲覧） 
25)  北出芳久『大阪の伝統的工芸品産業の現状と課題』（2013）産開研論集，第 25
号，pp.57 
26)  前掲書 25） pp.57 
 
68
